
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香川県水道広域化基本計画（施設整備計画及び財政収支見通し）について 

 

 

 

 

 

  

議題（２）② 



 
１ 

 

■ 概要（別紙） 

（経営状況） 

料金収入については、有収水量について現計画（令和２年度の当初計画の見直し）

をベースとし、累計で現計画とほぼ同額の約1,971億円としている。 

損益の累計は約205億円（現計画比▲4.2%）を見込んでいる。 

 （施設整備） 

広域水道整備費はほぼ異同なし（▲0.2%）。また、経年施設更新整備事業費は約30億

円の減額（▲2.7%）となるが、その他建設改良を含めると、施設整備総額ではほぼ同額

の約1,529億円（▲0.6%）を見込んでいる。 

 （区分経理満了時（令和９年度）に遵守すべき２指標（※）） 

全体として満たしているものの、状況は厳しさを増している。 

（※）内部留保資金(資金残高)、企業債残高の給水収益比 

 

 

１ 施設整備計画 

(1) 全体（平成30年度～令和９年度推計）             （単位:百万円） 

 現計画 

(R2年11月見直し) 

Ａ 

R3ローリング 

Ｂ 

増減 

Ｂ－Ａ 

比率 

Ｂ／Ａ (％) 

①広域 26,743 26,692 ▲51 99.8 

②経年更新 108,737 105,786 ▲2,951 97.3 

計 135,480 132,478 ▲3,002 97.8 

③その他建設改良（※1） 18,316 20,413 2,097 111.4 

合 計 153,796 152,891 ▲905 99.4 

（参考）交付金（※2） 19,700 18,803 ▲897 95.4 

（※1）その他建設改良事業には、原則、法定耐用年数を経過していない管路が下水道

及び道路事業関連に伴い支障移転（更新）する工事を含む。 

（※2）採択率 R4まで100%、R5～ 90% 

 

  



 
２ 

 

(2) 増減事由（主なもの） 

  ①広域 

  ・事業費の精査等 

 

②経年更新 

・事業費の精査や管路等の更新工事について、基幹管路の耐震化率に留意しつつ、下

記「③」を含め事業費平準化等を踏まえた年度間調整による減。  

・ただし、基本計画に示す基幹管路（導水管、送水管及び配水本管（φ400㎜以上））

の耐震化については、着実な推進を図る。 

 

③その他建設改良（経年更新に該当しない工事等） 

・他事業関連による管路支障移転工事等の増。 

 

【特記事項】 

〇令和10年度以降の施設整備（次期計画）を視野に入れた取組み 

・広域施設整備及び経年更新に係る次期計画策定に向けて、現計画の精査及び必要

な基礎資料の作成に取り組んでいる。 

・そのうち広域施設整備については、今年度は中讃地区を対象に実施。他地区につ

いても来年度以降順次行う。 

 

 

２ 財政収支見通し 

(1) 全体 別紙 

 現計画(R2年11月見直し) R3ローリング 

有収水量（H30～R9累計） 1,106百万㎥ 1,107百万㎥ 

目標指標 

（R9） 

内部留保/料金収入 

（0.5程度） 
0.74 0.69 

企業債残高/料金収入 

（3.5以内） 
3.50 3.46 

供給単価（R9） 179円/㎥ 178円/㎥ 
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(2) 個別事業体の対応  

   〇料金改定 

東かがわ 令和４年４月料金改定 

土庄   令和５年４月料金改定を予定 

〇市町からの繰入れ(出資)（令和２年度） 

  さぬき・東かがわ・土庄・高松 

 

 

３ 中・長期的取組み 

  ①令和９年度に向けて、毎年度基本計画のローリング(時点修正)を行う。 

  ②料金統一化（令和10年度）に向けてのスケジュールと整合性をとって 

次期（令和10年度以降）の施設整備計画及び財政収支見通しの策定作業を進める。 

   


